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にいみ

男女共同男女共同
参画プラン参画プラン
～男女がともに輝く社会～

男女共同参画社会とは
　男女が社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動
に参画する機会が確保されることにより、均等に政治的、経済的、社会的および文化的利益
を享受することができ、かつ共に責任を担う社会をいいます。
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市
で
は
、
平
成
17
年
３
月
31
日

の
合
併
と
同
時
に
「
新
見
市
男
女

共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を

施
行
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
「
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
」
お
よ
び
、「
新
見

市
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
の
規
定
に
基
づ
き
、「
新
見

市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
に

い
み
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
に
い
み
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
は
、
男
女
が
対
等
な
立

場
で
社
会
を
支
え
、
責
任
と
利
益

を
分
か
ち
あ
う
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
市
の
施
策
の
方
向
と
推
進

の
た
め
の
方
策
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
す
。

　

女
性
は
政
治
・
経
済
な
ど
の
分

野
で
、
男
性
は
家
庭
生
活
の
分
野

で
そ
れ
ぞ
れ
参
画
が
十
分
と
は
い

え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

行
政
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関

係
機
関
・
団
体
・
企
業
な
ど
へ

も
働
き
か
け
て
、
女
性
が
政
策
や

方
針
の
計
画
段
階
か
ら
加
わ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
活
動
や
国
際
交
流
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
男
女
が
共
に
参

画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

  

に
い
み
男
女
共
同

  

参
画
プ
ラ
ン

基
本
目
標
英

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の

男
女
共
同
参
画
の
推
進

基
本
目
標
衛

男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
て
の
意
識
づ
く
り

　

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
法
律
や
制
度
が
整
備
さ
れ
る
一

方
で
、
人
々
の
意
識
の
中
に
「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
に
代
表
さ

れ
る
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
意
識
は
、
い
ま
だ
家
庭
・
地

域
・
職
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
立
っ
た
社
会
制
度
や
慣
行

の
見
直
し
に
つ
い
て
の
普
及
・
啓

発
活
動
を
推
進
し
、
人
権
尊
重
と

男
女
平
等
を
推
進
す
る
教
育
・
学

習
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。基

本
目
標
詠

男
女
共
同
参
画
の
た
め
の

働
く
環
境
整
備

　

女
性
の
職
場
進
出
が
進
む
な

か
で
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
男
女
の
対
等
な

参
画
を
促
進
す
る
職
場
環
境
づ
く

り
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
働

き
方
を
可
能
に
す
る
た
め
、
職
域

の
拡
大
や
女
性
自
身
の
職
業
意
識

の
啓
発
と
職
業
能
力
の
開
発
な
ど

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
主
に
家
族
単
位
で
従
事

す
る
農
林
業
や
自
営
業
に
お
け
る

女
性
の
労
働
の
適
正
な
評
価
を
促

す
と
と
も
に
、
経
営
へ
の
参
画
を

支
援
し
ま
す
。

基
本
目
標
鋭

男
女
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
に
は
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
、

性
別
に
よ
る
差
別
や
偏
見
が
解
消

さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
市
民
の
理
解
と

認
識
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動

を
進
め
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

許
さ
な
い
社
会
環
境
づ
く
り
の
推

進
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
働
き
か
け
を

行
う
と
と
も
に
、
女
性
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た
心
と
か
ら

だ
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

  

計
画
の
基
本
理
念

・
男
女
の
人
権
の
尊
重

・
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は
慣

行
に
つ
い
て
の
見
な
お
し

・
政
策
な
ど
の
立
案
お
よ
び
決
定

へ
の
共
同
参
画

・
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他

の
活
動
の
両
立

・
国
際
的
協
調

  

プ
ラ
ン
の
期
間

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度

ま
で
の
５
か
年
と
し
ま
す
。

  

プ
ラ
ン
の
推
進

 

・
男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る
施
策

が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う

「
新
見
市
男
女
共
同
参
画
行
政

推
進
会
議
」
を
充
実
強
化
し
ま

す
。

 

・「
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」
か

ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
計
画

を
推
進
し
ま
す
。

 

・
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
的

確
に
把
握
し
、
計
画
の
進
行
管

理
を
行
い
ま
す
。

 

・
男
女
共
同
参
画
施
策
の
推
進
拠

点
で
あ
る
「
新
見
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ザ
」
の
利
用
拡
大
を

図
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
広
報
係

　
（
☎
72
６
１
１
４
）
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本
格
的
に
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す！

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業

　

新
見
市
で
は
、
都
市
部
と
の
情
報
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
ま
で
、
高
速
通
信
が

可
能
な
光
フ
ァ
イ
バ
を
接
続
す
る
『
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
防
災
行
政
無
線
に
代
わ
る
告
知
放
送
機
器
の
整
備
の
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
I
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
平
成
20
年
４
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
で
は
、
み
な
さ
ん
の
家
ま
で
光
フ
ァ
イ

バ
を
接
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
の
防
災
行
政
無

線
に
代
わ
る
告
知
放
送
機
器
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の

機
器
の
設
置
に
あ
た
り
、
宅
内
ま
で
の
引
き
込
み
に

つ
い
て
同
意
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
工
事
を
行
い
ま

す
の
で
、
設
置
に
同
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

  

設
置
同
意
書
は
、
身
分
証
明
書
を
保
持
し
た
調
査

員
が
各
戸
を
訪
問
し
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
宅
内
の
機
器
設
置
工
事
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
19
年
度
に
か
け
て
行
う
予
定
で
す
。

設
置
同
意
を
お
願
い
し
ま
す

防災無線に代わる告知放送機器ってなに？
　

行
政
な
ど
か
ら
の
情
報
を
音
声
で
お
知
ら
せ

す
る
ス
ピ
ー
カ
ー
の
つ
い
た
機
器
で
、
設
置
の
同

意
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
家
庭
に
設
置
し
ま

す
。
各
種
の
お
知
ら
せ
や
緊
急
放
送
を
伝
え
る
も

の
で
、
聞
き
逃
し
た
放
送
を
繰
り
返
し
聞
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

機
器
の
設
置
は
市
が
行
い
ま
す
の
で
、
設
置
負

担
金
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。　

ま
た
、
今
後
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

も
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
光
フ
ァ
イ
バ
を

引
き
込
ん
で
い
る
場

合
、
ス
ム
ー
ズ
に
加

入
す
る
こ
と
が
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
設
置

同
意
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問い合わせ先
　情報政策課ラストワンマイル推進係（☎72３１５４）
　大佐支局総務課（☎98２１１１）
　神郷支局総務課（☎92６１１１）
　哲多支局総務課（☎96２１１１）
　哲西支局総務課（☎94２１１１）

告知放送機器イメージ図

ご注意ください
　ラストワンマイル事業の関係者と称して不要な物品を

販売したり、世帯を訪問する悪徳業者が横行する恐れが

ありますが、市から物品などの購入について斡旋するこ

とや、その場で代金を請求することは一切ありません。

　万一、悪質な訪問を受けたり、不審な人物を見かけた

場合は、情報政策課までご連絡ください。
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通信事業者を日本テレコムに決定
　市では、ラストワンマイル事業整備後の通信事業者として、
日本テレコム株式会社を選定し、３月22日に「新見市情報通
信基盤整備通信ＩＲＵ（Indefeasible Right of User）契約に
関する覚書」を締結しました。
　この覚書は、今後のＩＲＵ契約締結に向けて双方努力し、今
後誠意をもって協議を行っていく内容のものです。
　日本テレコム株式会社は、通信のＩＲＵ事業者としてラスト
ワンマイル事業整備後の平成20年４月から、市内全域に高速
インターネット接続サービス、IP電話サービスなどを提供し
ます。
　放送事業者については、これから決定することになります。

ＩＲＵ（Indefeasible Right of User）契約とは？

自治体の通信設備を通信事業者へ貸し出す際、契約や協定によって確定される長期的かつ安定的な使用権のこと。

一部の地域で工事に着手しました一部の地域で工事に着手しました
　平成17年度に市内一部地域の工事を発注しており、今後も市内全地域

の工事を発注する予定です。

①幹線光ファイバの敷設

②幹線光ファイバの分岐点から家の壁面までの接続

③家屋の壁面へ光ファイバ用成
せい

端
たん

箱
ばこ

（光ファイバ

の接続点を収納する箱）の設置

（電柱から光ファイバを家まで引き込み、成端箱を設置す
るまでの工事です。）
※今回発注の工事では、宅内の作業はありません。

工事の内容

発注済みの工事地域
地　区　名 施工業者

第
１
工
区

●新見支局管内の千屋
地区

●大佐支局管内の田治
部を除く全域 

第１工区工事特定共同企業体
◦パナソニックＳＳエンジニ
アリング株式会社 中国Ｐ
ＳＳＥ社

◦株式会社中電工新見営業所

第
２
工
区

●神郷支局管内全域
●哲多支局管内の田渕、
蚊家地区

●哲西支局管内全域

第２工区工事特定共同企業体
◦株式会社きんでん中国支社
◦株式会社三備電業社

今年度発注する工事地域

●新見支局管内の千屋地区
を除く全域

●大佐支局管内の田治部地区
●哲多支局管内の田渕、蚊
家地区を除く全域

平成18年度では、左記地域の
工事を発注する予定で、これ
で市内全域の工事を発注する
ことになります。

引き込みイメージ

工事発注区分

第１工区地域 第２工区地域 今年度工事発注の地域
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全
国
的
に
過
疎
化
・
高

齢
化
に
よ
る
水
田
な
ど
の
遊

休
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
島
根
県
安
来
市
で
は
、

近
年
休
耕
田
を
活
用
し
た

「
ど
じ
ょ
う
」
の
養
殖
に
取

り
組
み
、
観
光
客
向
け
の
料

理
開
発
も
行
う
な
ど
地
域
振

興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

新
見
市
も
普
段
か
ら
親
交

の
あ
る
安
来
市
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
立
地
や
気
候
な
ど
が

類
似
し
て
い
る
本
市
に
お
い

て
休
耕
田
を
活
用
し
、「
ど

じ
ょ
う
」
の
養
殖
を
試
験
的

に
実
施
し
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。「
ど
じ
ょ
う
」
の

養
殖
は
、
管
理
に
も
手
間
が

か
か
ら
ず
、
高
齢
者
に
と
っ

て
も
比
較
的
負
担
が
軽
い
う

え
、
軌
道
に
乗
れ
ば
10
ａ
当

た
り
40
万
円
の
収
入
が
上
が

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ど
じ
ょ
う
」

は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
、
ビ

タ
ミ
ン
な
ど
栄
養
価
も
高

く
、
昔
か
ら
体
に
有
益
な

様
々
な
効
能
が
あ
る
と
し
て

珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
性
を
活
か
し

た
継
続
性
の
あ
る
事
業
と
し

て
、「
ど
じ
ょ
う
」
の
養
殖

に
取
り
組
み
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
積
極
的
に
こ
の
事
業

に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で

安
定
し
た
供
給
を
行
い
、
将

来
的
に
は
新
見
の
特
産
と
し

て
市
内
飲
食
店
で
い
ろ
い
ろ

な
「
ど
じ
ょ
う
」
料
理
が
味

わ
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
夢

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
発
足
以
来
、

比
較
的
堅
い
話
題
が
続
き

ま
し
た
の
で
、
年
度
初
め
に

当
た
り
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「どじょう」を新見の特産品に

　

男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を
十
分

発
揮
し
て
、
共
に
歩
み
、
共
に
責

任
を
担
う
べ
き
社
会
（
男
女
共
同

参
画
社
会
）
づ
く
り
の
た
め
の
施

設
と
し
て
、
み
な
さ
ん
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

女
性
相
談
員
が
、
生
き
方
・
家

庭
の
こ
と
・
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
や
パ

ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
）
な
ど
、

さ
な
ざ
ま
な
悩
み
に
耳
を
傾
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報

紙
の
閲
覧
や
、
図
書
も
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で

の
学
習
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
貸

出
用
ビ
デ
オ
も
備
え
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■開設日

　毎週火・水・木曜日
　10時～18時
※ただし祝祭日・年末年始は除く

■
問
い
合
わ
せ
先

　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　
（
☎
72
６
１
５
９
）

　

企
画
課
企
画
広
報
係

　
（
☎
72
６
１
１
４
）

市
役
所
本
庁

市
役
所
本
庁�

山村開発山村開発�
センターセンター�

まなび広場にいみまなび広場にいみ�
大ホール大ホール�

総合福祉総合福祉�
センターセンター�

市
役
所
本
庁�

山村開発�
センター�

まなび広場にいみ�
大ホール�

男女共同参画プラザ�
（まなび広場にいみ2階）�

総合福祉�
センター�

相
談
が
で
き
ま
す
。

ほ
し
い
情
報
が

手
に
入
り
ま
す
。

男女共同参画
プラザ男女共同参画
プラザを

ご存じですか？

にに
いい

育育
みみ

だだ
ぞぞ
！！
ちち

市
長
室
だ
よ
り
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「
大
佐
風
の
湯
温
泉
」の

休
業
に
つ
い
て

　

大
佐
山
大
日
高
原
で
平
成
17
年

４
月
か
ら
営
業
し
て
お
り
ま
し
た

「
大
佐
風
の
湯
温
泉
」
が
、
そ
の

指
定
管
理
者
で
あ
り
ま
し
た
「
風

の
聖
域
振
興
株
式
会
社
（
梅
田
和

男
代
表
取
締
役
）」
の
経
営
破
綻

の
た
め
、
こ
の
温
泉
を
閉
め
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
ご
利
用
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
な
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
温
泉
は
、
合
併
前
の
旧
大

佐
町
時
代
に
２
億
数
千
万
円
の
地

域
再
生
事
業
債
（
補
助
も
交
付
税

算
入
も
な
い
借
金
）
で
建
設
し
た

も
の
で
あ
り
、
元
金
返
済
は
２
年

間
据
置
き
ま
す
が
、
平
成
17
年
度

か
ら
26
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
借

金
の
元
金
と
利
子
の
全
額
を
市
の

一
般
財
源
か
ら
返
済
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
今
後
、
こ
の
施

設
の
指
定
管
理
者
が
決
ま
ら
な
い

場
合
は
、
大
変
も
っ
た
い
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
多
大
な
不
利
益

を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
是
非
と
も
有
効
利
用
を
い

た
し
た
く
、
現
在
、
全
力
を
挙
げ

て
新
た
な
指
定
管
理
者
を
募
集
中

で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
も
関
係

方
面
へ
の
働
き
か
け
等
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　
（
緯
演
６
１
３
６
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課

　
（
緯
殴
２
１
１
１
）

　市では、「大佐風の湯温泉」の管理運営について、民間の
ノウハウを導入し、経費の節減とサービスの向上を図るため、
指定管理者の募集を行っています。

■管理運営対象業務

　「大佐風の湯温泉」の管理運営に関する全ての業務
■応募資格

　法人または団体に限る。
※個人での応募は出来ません。
■応募条件

 ・指定管理期間は平成18年７月１日～平成20年６月30日まで
です。

 ・利用料金は全て指定管理者の収入になります。
 ・市から指定管理者に対し委託料などの支出はありません。
 ・その他条件については、「募集要項」に記載しています。
■応募方法

  管理運営を希望する法人および団体は、指定管理者申請書
および必要書類を提出し、審査を受けていただきます。

■募集要項等の配布

  募集要項、申請書等は５月11日㈭まで大佐支局経済建設課
で配布します。

　（土・日曜日、祝祭日を除く９時から17時まで）
■指定管理者申請書提出日

　【提出日】平成18年５月12日㈮９時から17時まで
　【提出先】大佐支局経済建設課
■問い合わせ先

　新見市大佐小阪部１５０９
　新見市大佐支局経済建設課（緯殴２１１１）

指定管理者を募集しています
－大佐風の湯温泉－叙位叙勲

　生前の功績が讃えられ、故柴田節枝氏

（神郷釜村）に正六位が授与されました。

　

元
新
見
市
立
井
倉
小
学
校
長

柴
田
節
枝
氏
（
神
郷
釜
村
・
平

成
18
年
２
月
６
日
死
去
）
に
正

六
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

  

柴
田
氏
は
、
昭
和
９
年
３
月

に
岡
山
県
立
女
子
師
範
学
校
本

科
を
卒
業
後
、
阿
哲
郡
思
誠
尋

常
高
等
小
学
校
に
訓
導
と
し
て

赴
任
さ
れ
、
教
職
の
道
を
歩
み

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、
主

に
阿
哲
郡
の
小
学
校
を
歴
任
さ

れ
、
昭
和
39
年
４
月
か
ら
阿
哲

郡
哲
多
町
立
宮
河
内
小
学
校
の

校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
市
立
井
倉
小
学
校
の
校

長
を
務
め
ら
れ
、
昭
和
46
年
に

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
同
氏
は
、
退
職
後
神

郷
町
教
育
委
員
や
同
町
社
会
教

育
指
導
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

地
方
教
育
行
政
の
充
実
・
発
展

に
尽
力
し
、
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。
長
年
の
功
績
に
対

し
昭
和
61
年
11
月
３
日
に
は
、

勲
五
等
瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

故 柴
しば

田
た

 節
さだ

枝
え

氏
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介
護
保
険

介
護
保
険
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
18
年
度
の
介
護
保
険
制
度

改
正
な
ど
に
よ
り
、
所
得
段
階
お

よ
び
介
護
保
険
料
額
が
変
更
と
な

り
ま
す
。

所
得
段
階
が
変
わ
り
ま
す

　

介
護
保
険
料
は
、
世
帯
の
市
民

税
課
税
状
況
に
応
じ
て
、
賦
課
さ

れ
る
保
険
料
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
以
降
は
、
市
民
税

世
帯
非
課
税
者
を
細
分
化
し
て
６

段
階
制
と
な
り
ま
す
。

【
第
１
段
階
】

　

市
民
税
世
帯
非
課
税
で
、
老
齢

福
祉
年
金
受
給
者
・
生
活
保
護

受
給
者

【
第
２
段
階
】

　

市
民
税
世
帯
非
課
税
者
で
、
課

税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金

額
の
合
算
額
が
80
万
円
以
下
の

人
【
第
３
段
階
】

　

市
民
税
世
帯
非
課
税
者
で
、
第

２
段
階
に
該
当
す
る
以
外
の
人

【
第
４
段
階
】

　

市
民
税
本
人
非
課
税
者
（
世
帯

課
税
）

【
第
５
段
階
】

　

市
民
税
課
税
者
で
合
計
所
得
金

額
が
２
０
０
万
円
未
満
の
人

【
第
６
段
階
】

　

市
民
税
課
税
者
で
合
計
所
得
金

額
が
２
０
０
万
円
以
上
の
人

介
護
保
険
料
が
上
が
り
ま
す

　

介
護
保
険
利
用
者
が
年
々
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
、
介
護
給
付
費

が
増
大
し
て
い
る
た
め
、
基
準
月

額
を
３
，
７
５
０
円
と
し
、
基
準

年
額
を
４
万
５
，
０
０
０
円
と
し

ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
保
険
料
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
金
額
は

年
額
で
す
。

【
第
１
段
階
】

　

２
万
２
，
５
０
０
円

【
第
２
段
階
】

　

２
万
２
，
５
０
０
円

【
第
３
段
階
】

　

３
万
３
，
７
５
０
円

【
第
４
段
階
】

　

４
万
５
，
０
０
０
円

【
第
５
段
階
】

　

５
万
６
，
２
５
０
円

【
第
６
段
階
】

　

６
万
７
，
５
０
０
円

　

平
成
17
年
度
税
制
改
正
に
よ
り

市
民
税
が
課
税
と
な
っ
た
人
（
世

帯
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度

お
よ
び
平
成
19
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ

の
年
度
に
お
い
て
保
険
料
の
急
激

な
上
昇
を
抑
え
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

　
（
緯
演
３
１
４
８
）

　

福
祉
用
具
を
購
入
し
た
場

合
、
介
護
保
険
か
ら
購
入
費
の

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

購
入
費
は
、
１
年
間
（
４
月

か
ら
翌
年
３
月
）
で
10
万
円
を

限
度
と
し
、
利
用
者
負
担
は
１

割
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
の
し
か
た

①
指
定
事
業
者
で
福
祉
用
具
を

購
入
し
、
い
っ
た
ん
全
額
を

支
払
い
ま
す
。

②
市
へ
申
請
を
し
ま
す
。

【
必
要
書
類
】

　

申
請
書
、
領
収
書
、
購
入
し

た
福
祉
用
具
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
写
し
）
な
ど

③
審
査
後
、
支
給
限
度
内
の
９

割
分
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
の
対
象
と
な
る
も
の

・
腰
掛
便
座

・
入
浴
補
助
用
具
（
入
浴
用
イ

ス
、
浴
槽
手
摺
な
ど
）

・
簡
易
浴
槽

・
特
殊
尿
器

・
移
動
用
リ
フ
ト
の
吊
り
具

■
支
給
対
象
者　

　

介
護
保
険
の
要
支
援
認
定
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
■
福
祉
用
具
購
入
先

　

特
定
福
祉
用
具
販
売
・
特
定

介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
に

係
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
お

よ
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
者

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

　
（
緯
演
３
１
４
８
）

注
意

　

指
定
事
業
者
以
外
の
販

売
店
な
ど
で
購
入
し
た
場
合

は
、
助
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

  

購
入
前
に
、
必
ず
市
ま
た

は
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

介 護 保 険 で

福祉用具の
購入ができます
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子育て支援金・児童手当制度が変わりました
子育て支援金

　平成18年４月１日から、子育て支援金の支給額が
次のとおり変わりました。
■対象

　平成18年４月１日以降に新生児を出産し、引き続
き本市民である人

平成18年度所得制限限度額（平成18年４月分の手当から）  
扶養親族等の数 所得制限限度額（万円）

０人 460.0 
１人 498.0 
２人 536.0
３人 574.0
４人 612.0
５人 650.0

厚生年金などの加入者の場合、特例により次の限度額
が適用されます。（平成18年４月分の手当から） 

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円）
０人 532.0
１人 570.0
２人 608.0
３人 646.0
４人 684.0
５人 722.0

児童手当制度
　平成18年４月１日から、児童手当制度が変わりました。
　支給対象年齢が、これまでの小学校３年生（９歳到達
後最初の年度末）までから、小学校６年生（12歳到達後
最初の年度末）までに拡大され、併せて、所得制限が
次のとおり引き上げられました。（手当額は変更ありま
せん：第１・２子5,000円、第３子以降10,000円）
　新たに、児童手当を受ける児童の保護者のみなさん
については、認定請求などの手続きが必要となります。
（平成18年度に小学校４年生〔平成８年４月２日～平成
９年４月１日生まれ〕の児童がいる人で当該児童に係
わる児童手当を受給していた人は、手続きをする必要

■問い合わせ先　社会福祉課子育て支援係（緯演６１２６）

■支給額
・第１子、第２子
　１人につき10,000円
・第３子以降
　１人につき30,000円

変更前
■支給額
・第１子、第２子
　１人につき10,000円
・第３子
　１人につき30,000円
・第４子
　１人につき50,000円
・第５子以降
　１人につき100,000円

変更後

はありません）それに伴い、市では対象のご家庭に認
定請求などを送付しますのでご記入のうえ、ご提出く
ださい。（公務員の人は除く）
　なお、改正に伴う新規請求などは、９月30日まで受
け付けたものに限り、特例的に４月１日（または支給
要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。
■提出先

　社会福祉課子育て支援係、各支局、各市民センター

こ
こ
に

活
用
活
用
し
て
い
ま
す

平
成
17
年
度

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

　

水
力
を
含
め
た
発
電
用
施
設
周
辺
の
整
備
な

ど
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
電
用
施
設
の

設
置
と
運
転
が
円
滑
に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

所
在
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
対
し
、
国
か

ら
交
付
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
見
市
で
も
平
成
17
年
度
、
新
見
発
電
所
関

係
の
交
付
金
９
０
０
万
円
を
利
用
し
て
、
市
営

斎
場
の
汚
水
処
理
を
公
共
下
水
道
で
行
う
た
め

の
接
続
工
事
と
、
市
道
青
地
笹
原
線
の
一
部
区

間
約
１
５
０
ｍ
に
つ
い
て
改
良
工
事
を
行
い
ま

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課
財
政
係
（
緯
演
６
１
６
０
）

▼

市道青地笹原
線の改良工事

▼

市営斎場の公共
下水道接続工事



市報にいみ 第１４号
May  2006 10

地球にやさしいくらしを
応援します住宅用太陽光発電システム設置費補助金

　

地
球
規
模
で
の
環
境
保
全
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
目
的

に
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
導
入
し

よ
う
と
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん

に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

  

ソ
ー
ラ
ー
発
電
と
は

　

ソ
ー
ラ
ー
（
太
陽
光
）
発
電

シ
ス
テ
ム
は
、
自
宅
の
屋
根
な
ど

に
設
置
し
た
太
陽
電
池
で
太
陽
の

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
し
、
暮
ら

し
に
必
要
な
電
気
を
生
み
出
し
ま

す
。

  

補
助
内
容

■
対
象

　

居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
発
電

設
備
を
設
置
し
た
人
で
、
平
成

16
年
４
月
１
日
以
降
に
㈶
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
財
団（
以
下「
財
団
」）

の
補
助
金
確
定
を
受
け
た
人

■
補
助
金
額

　

財
団
補
助
金
額
の
４
分
の
１

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
政
策
係

　
（
緯
演
６
１
１
４
）

ご　注　意
　財団補助金が平成17年度で終了したことに伴い、平成18年

度の補助金は、すでに財団の補助金を受けた人についてのみ

交付することとなります。

　市補助金の交付についても、平成18年度末で終了しますの

で、財団補助金確定を受けた人で、市の補助金を申請してい

ない人は早めに申請してください。

平成18年度は
固定資産税
評価替えの年

　

平
成
18
年
度
は
、
固
定
資
産
税
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産
の
評

価
替
え
を
行
う
年
で
す
。
通
常
、
納
税
通
知
書
は
４
月
中
旬
に
発

送
し
て
い
ま
す
が
、
評
価
替
え
の
年
に
限
り
、
５
月
中
旬
の
発
送

に
な
り
ま
す
。

　

評
価
替
え
と
は
３
年
に
１
度
行
わ
れ
、
現
在
の
資
産
価
値
を
反

映
し
適
正
な
価
格
に
見
直
す
作
業
の
こ
と
で
す
。
こ
の
作
業
は
、

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
や
公
示
地
価
、
物
価
水
準
の
動
向
な

ど
を
基
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

見
直
し
後
の
評
価
格
は
課
税
台
帳
に
登
載
さ
れ
、
今
後
３
年
間

の
固
定
資
産
税
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
籍
調
査
済
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
登
記
完
了
後
、
調

査
後
の
地
積
で
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係
（
緯
演
６
１
１
７
）

資
産
価
値
を
適
正
価
格
に
見
直
し
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　古い木造家屋は一般的に地震に弱いと言われています。専門家が調べる

耐震診断を受けて、大地震が起きたときに住宅が倒壊する恐れがないかを

確かめましょう。

　市では、その費用の一部を補助しています。希望する人は、都市整備課

までお申し込みください。

受けてみませんか？ 木
造
住
宅

木
造
住
宅
の

　

  
耐
震
診
断

■対象

　昭和56年５月31日以前に建築された２階建
て以下の木造一戸建て住宅
■料金　4万2,000円／件
※その内の2万8,000円を補助します。
■募集件数　先着順８件まで
■問い合わせ先

　都市整備課建築係（緯演６１１８）

受付を開始します
下水道排水設備指定工事店

　下水道の排水設備工事は、指定工事店でない

と施工できないことになっています。

　市の公共下水道などの排水設備工事をしよう

とする工事業者は、新見市公共下水道排水設備

指定工事店の指定を受けることが必要です。

　市では、次の要領で本年度の下水道排水設備

指定工事店の指定申し込みを受け付けます。

■申し込み・問い合わせ先

  下水道課（緯演６１３８）

■指定の要件

○下水道排水設備工事責任技術者が

１人以上専属していること

○工事の施工に必要な設備および器

材を有していること

○岡山県内に営業所があること

○その他（市税などの滞納がないこ

と）

標準小作料が
変わりました

■問い合わせ先

　農業委員会事務局（緯演６１０６）

　農地の借り手の農業経営の安定を図ることを
目的として定められている標準小作料が変わり
ました。
　標準小作料は小作料を統制するものではあり
ません。小作料はあくまでも賃貸借当事者で決
めることになっていますので、標準小作料はそ
の目安にしてください。

 畑の部

 水田の部

農地区分 標準小作料額
普通畑 5,000円 

農地区分 標準小作料額 備　　考

上 12,000円 反収480手以上の水田

中 9,000円 反収420手～480手の水田
下 7,000円 反収420手以下の水田

９月末まで実施

6月から

■受付期間　6月1日㈭～30日㈮
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ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

新
見
市
奨
学
生
募
集

　

平
成
18
年
度
新
見
市
奨
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
健
・
福
祉
関
係
に
就

学
す
る
人
の
た
め
の
優
先
枠
が
、

そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
募
集
人
員

○
大
学
生
・
高
専
生
・
専
修
生

　

12
人

○
高
校
生
・
専
修
生(

高
等
課
程)

　

３
人

■
応
募
資
格

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

 

・
父
母
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す

る
人
が
新
見
市
に
居
住
し
て
い

る
こ
と

 

・
経
済
的
事
情
に
よ
り
就
学
が

困
難
で
あ
る
こ
と

 

・
学
業
や
品
行
が
よ
く
、
心
身

と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

■
貸
与
月
額

○
大
学
生
・
高
専
生
・
専
修
生

　

３
万
３
，
０
０
０
円

○
高
校
生
・
専
修
生(

高
等
課
程)

　

１
万
４
，
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
無
利
子
で
、
卒
業
の

月
ま
で
貸
与
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
締
切　

６
月
16
日
㈮

　

就
学
援
助
制
度

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
小
学
校
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
就
学
費
を

援
助
し
、
安
心
し
て
教
育
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
「
就
学
援
助
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

■
援
助
の
内
容

　

学
用
品
費
（
新
入
学
時
を
含

む
）、
通
学
用
品
費
、
校
外
活

動
費
、
修
学
旅
行
費
、
学
校
給

食
費
な
ど

■
申
込
方
法

　

各
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
に

備
え
付
け
の
申
請
書
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

６
月
16
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
緯
演
６
１
４
６
）

奨
学
生
・
就
学
援
助
制
度

新年度の届出が必要です

学生納付特例制度

　国民年金の学生納付特例制度は、年度ごとに
届出が必要です。
　大学・大学院・短大・専修学校などに在学す
る学生で、本人の所得が118万円以下のとき、
申請して承認されれば、保険料が後払いできる
制度です。
　在学中に病気やけがをして万一重い障害が残
ったとき、承認を受けていれば障害基礎年金が
支給されますが、申請をせず、未納のままだと
支給されません。
　まだ申請をしていない人は、在学証明書また
は学生証の写しを添付して、早急に手続きをし
てください。

■問い合わせ先

　市民課国保年金係（緯演６１２３)

縦覧が行われます

選挙人名簿

　新見市選挙管理委員会では、平成18年６月

２日登録の選挙人名簿および在外選挙人名簿を

次のとおり縦覧に供します。

　この縦覧は、選挙人の異議申し出の機会を保

障するためのもので、登録漏れや無資格者の登

録、記載事項の誤りといったことを防止するた

めのものです。

選挙人名簿、在外選挙人名簿の縦覧

■縦覧期間
　６月３日㈯～７日㈬
　　８時30分～17時15分
■縦覧場所・問い合わせ先
　選挙管理委員会事務局（緯演６１５２）
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■問い合わせ先
　すずらんまつり実行委員会（阿哲商工会哲多支所緯横２１５４）
　新見市哲多支局経済建設課（緯横２１１３）

まつり
だよ。哲多に行こう！まつり
だよ。哲多に行こう！

市・県営住宅入居者募集

市・県営住宅の入居者を次のとおり募集します。
■団地名および募集戸数

団　地　名 構造規模 面　積 募集
戸数 家　賃 その他

市営住宅

今　見
（正田） 中耐3階建3DK 66．93㎡ 1 13，900円～23，100円 単身者不可

大佐天神
（大佐永富） 簡耐平屋3DK 58．29㎡ 1 9，600円～15，900円 単身者不可

守　家
（哲多町成松） 木造2階建3ＤＫ 66㎡ 1 14，000円～23，200円 単身者不可

哲西中央
（哲西町八鳥） 中耐3階建3DK 61．8㎡ 1 13，700円～22，800円 単身者不可

特定公共
賃貸住宅

大井野
（大佐大井野） 木造平屋建1LDK 39．3㎡ 2 20，000円（定額） 単 身 者 可

県営住宅 新　見
（金谷） 中耐3階建3ＤＫ 61．8㎡ 2 13，400円～22，200円 単身者不可

■入居開始日　６月１日㈭　予定
■申 込 方 法　入居希望者は、５月 19日㈮までに、都市整備課または各支局に備え付けの用紙でお申し

込みください。      
※申し込みに際しては所得制限などがありますので、くわしくは都市整備課にお問い合わせください。
■問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（緯演６１１８）

　第23回哲多ふる里すずらんまつりを

開催します。ステージではプロ歌手の

松村和子さんによる歌謡ショーや備中

神楽、哲多中学校生徒による銭太鼓な

どが予定されています。また、会場で

は食べ物や特産品などのテント村も開

かれますので、１日中楽しむことがで

きます。

　ご家族やご近所でお誘い合わせの

うえ、ぜひご来場ください。

哲多総合センター・本郷小学校周辺で開催6月4日㈰ 9:30～
第23回 哲多ふる里すずらんまつり第23回 哲多ふる里すずらんまつり

※当日は臨時駐車場を用意し
ますのでご利用ください。
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八っちゃけちゃいなよ樺第八回なるナル鳴滝祭 ～夢は無限大∞じゃよー！！～

第8回 鳴滝祭新見公立短期大学学園祭
5月13日㈯･14日㈰ 9:30～

◎ピエロマサヒロ　
　バルーンアートショー

◎チャリティーバザー

ネゴシックス 桜塚やっくん

とろサーモン

他にもユニバーサルスタジオジャパンかデ
ィズニーランドの２Daysパスポート（ペア）
などが当たるビンゴゲーム、菓子まき、バ
ザーなどの楽しい催しがいっぱいです。

■問い合わせ先　新見公立短期大学鳴滝祭実行委員会（緯演８３５９・内線１５８）

13日㈯

◎爆笑ライブ
　・ネゴシックス
　・桜塚やっくん
　・とろサーモン

14日㈰

まなび広場にいみ主催

■内容　文字入力の基礎、インターネット体
験（３回連続）

■対象　初めてパソコンに触る人、触ったが
よくわからないので再度挑戦してみたい人

■日時
　昼の部　５月17日㈬、18日㈭、19日㈮
　　　　　10：00～12：00
　夜の部　５月24日㈬、25日㈭、26日㈮
　　　　　18：30～20：30

■会場　　まなび広場にいみ２階パソコン室
■参加費　1,000円
■定員　　20人（多数の場合は抽選）
■申込方法

　講座名（「初めてのパソコン５月」昼の部または
夜の部）、郵便番号、住所、氏名、性別、年齢、
電話番号を記入して、はがきまたはＦＡＸでお
申し込みください。
※電話では受付できません。
■申込締切

　昼の部　５月12日㈮必着
　夜の部　５月17日㈬必着
■申し込み・問い合わせ

　〒718-8501　新見市新見３１０-３
　教育委員会生涯学習課
　（緯演６１４７・ＦＡＸ演６１２０）

　この講座は、健康づくりの３本柱である「食事」

「運動」「休養」に関する知識を学習し、終了後は

地域で栄養委員として活動していただくための栄

養委員養成講座です。

　興味や関心のある人はどなたでも参加できま

す。受講を希望される人は、健康づくり課の栄養

士まで電話でお申し込みください。

■開催時期　
　６月～平成19年３月（毎月１回）
■コース

　講座には２つのコースがありますので、ご都合
のよいコースを選択してください。

　・Ａコース　第２金曜日
　・Ｂコース　第４木曜日
■場所

　保健福祉センター（金谷） 
■参加費　毎回１人５００円
　※講座開催日に集金します
■申込締切　５月19日㈮
■申し込み・問い合わせ先

　健康づくり課（緯演６１２９）

第１回講座のご案内
＜Ａコース＞　６月９日㈮　9:30から
＜Ｂコース＞　６月22日㈭　9:30から

参加者を募集しています！

  栄養委員養成講座  栄養委員養成講座

前売券…６００円
当日券…８００円

パソコン講座�パソコン講座�
●初めてのパソコン[５月]
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オリンピック選手がやってくる！

ソフトボールフェスティバル
晴れの国おかやま国体１周年記念事業

６月４日（日）9:00～12:00
新見市憩いとふれあいの公園で開催
　各地域のみなさんが協力して大成功を収めた「晴れの国おかやま
国体」の１周年を記念し、ソフトボールフェスティバルを開催しま
す。講師に元オリンピック選手の坂井寛子さんと伊藤良恵さんをお
招きし、ソフトボール競技の普及と技術向上、指導者の育成を目指
します。
　スター選手の指導を受けるチャンスです。ぜひご参加ください。
■参 加 費　無料
■申込締切　５月20日㈯
■主　　催　新見市教育委員会

■申し込み・問い合わせ先　新見市ソフトボール協会事務局（新見市民運動公園内緯演７３８９〔FAX兼〕）

新見市消防職員募集

　⑴　日本国籍を有しない人
　⑵　地方公務員法第16条に規定する欠格条項に
該当する人

　　・成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を
含む）

　　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わる
まで、またはその執行を受けることがなくな
るまでの人

■採用　平成18年７月１日以降必要に応じて採用
■試験日および会場　
　試験日　平成18年６月４日㈰
　会　場　新見公立短期大学
■申込期間　５月１日㈪～23日㈫（必着）
■受験申込書の請求

　実施要項および申込書などは、新見市総務企画部
総務課人事係、各支局および新見市消防本部でお
渡しします。郵便で請求する場合は、宛先（郵便
番号記入）を明記し90円切手を貼った返信用封
筒（長形３号）を必ず同封してください。返信用
封筒などのないときは送付しません。
※市のホームページからもダウンロードできます。
　http://www.city.niimi.okayama.jp/
■申し込み・問い合わせ先

　〒718-8501　新見市新見３１０-３
　新見市総務企画部総務課人事係（緯演６２０４）

■採用職種、人数、受験資格

○消防職（兼事務職）高校卒業以上〔若干名〕

・昭和50年４月２日以降に生まれた人で、学校教
育法に基づく高等学校以上の学校を卒業した人
・採用後は新見市に居住ができ、市内全域に通勤が
可能な人
・身体強健で、運動機能などに障害がなく、次の条
件により消防職員としての適格性を認められる人
　①身　長　男性　160センチメートル以上の人
      　　　　女性　155センチメートル以上の人
　②体　重　身長に比べ適当であること
　③胸　囲　身長のおおむね２分の１以上
　④握　力　男性　両手とも40キログラム以上
            　　女性　両手とも30キログラム以上
　⑤肺活量　男性　3,500cc以上
            　　女性　2,500cc以上
　⑥視　力　矯正視力を含む両眼で0.7以上かつ一眼

でそれぞれ0.3以上の視力で赤色、青色
および黄色の色彩の識別ができること

　⑦聴　力　正常で言語明瞭であること
・普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有
者（取得見込者を含む）
　なお、ヘルニアおよび腰痛の既往症のある人は、消
防職務遂行上支障となるので必ず申し出ること。
※ただし、次に該当する人は受験できません。

　新見市では、次のとおり消防職員採用候補者試験を実施します。



ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

提
案
&
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便
り
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主
人
と
死
別
し
て
月
日
の

経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。

地
域
の
方
々
の
お
陰
で
叙

勲
の
栄
誉
に
輝
き
、
受
賞
を

受
け
皇
居
で
天
皇
陛
下
の
ご

拝
謁
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
神
々
し
さ
に
感

謝
の
気
持
ち
を
授
か
り
ま
し

た
。

　

毎
朝
、
遺
影
に
手
を
合
わ

せ
て
、
振
り
返
れ
ば
15
年
。

現
在
、
独
居
生
活
を
し
て
い

ま
す
。
健
康
作
り
の
た
め
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
地
域

の
方
々
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
し
て
、
毎
日
を
大
切
に

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋

季
大
会
で
は
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
競
技
が
、

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
に

新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
加
わ
り

ま
し
た
。

　

健
康
の
森
で
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
県
北
大
会
で
は
、

参
加
選
手
と
ス
タ
ッ
フ
の
総

勢
７
０
０
人
以
上
の
出
場
者

で
盛
り
上
が
り
、
晴
天
に
も

恵
ま
れ
、あ
な
た
が
キ
ラ
リ
、

一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
盛
大

に
開
会
終
了
し
ま
し
た
。

　

新
生
新
見
市
が
誕
生
し
て

１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
合

併
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

会
員
も
９
０
０
人
以
上
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

大
勢
の
仲
間
と
の
ふ
れ
あ

い
に
、
幸
せ
を
感
じ
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

定
し
た
庭
木
を
処
分
す
る
時

に
、
小
口
に
結
わ
え
た
状
態
で

ご
み
収
集
に
出
さ
せ
て
ほ
し
い
の
で
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
匿
名
・
女
性
）

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、
庭
の

草
木
が
成
長
し
、
葉
や
枝
の
剪

定
が
必
要
に
な
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

合
併
前
ま
で
は
、
ひ
も
な
ど
で
束

ね
て
出
し
て
い
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た

が
、
指
定
袋
に
よ
る
ご
み
処
理
の
有
料

化
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、「
可
燃
・
埋

立
ご
み
用
指
定
袋
」
に
入
れ
て
、
燃
え

る
ご
み
の
日
に
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

袋
が
破
れ
た
り
、
袋
の
口
が
結
べ
な

い
な
ど
の
状
態
に
な
る
と
い
う
ご
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
剪
定
し
た
庭
木
な
ど

は
完
全
に
袋
の
口
が
結
べ
て
い
な
く
て

も
、
で
き
る
限
り
収
集
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、一
度
に
多
量
に
出
た
場
合
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　
（
緯
72
６
１
２
４
）

●提案＆お便りの送り方
 ・４月号で配布した専用用紙また
は官製はがきに、①提案②住所
③氏名④年齢⑤電話番号を書い
てお送りください。
 ・専用用紙は、折りたたむと封書
になります。切手をはらずにポ
ストに入れてください。（来年
の３月末まで使用できます）
 ・住所、氏名の記入がないものは
「市報にいみ」に掲載しません
のでご了承ください。
 ・ファックス、電子メールでも受
け付けています。ファックス、
電子メールも「提案＆お便り」
係に届きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　72－6243
・電子メール
　idea@city.niimi.okayama.jp

廣
ひろ

兼
かね

 艶
つや

子
こ

さん（74歳）
哲多町矢戸
主婦

剪

『振り返れば15年』

答
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も
盛
り
、よ
き
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

新
見
の
山
々
も
若
葉
に
彩
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
故
郷
を
離
れ
て
今
年

で
47
年
。
一
昨
年
高
校
長
を
退
職
。
こ
れ
を

機
会
に
昨
年
、故
郷
の
シ
ン
ボ
ル
「
矢
の
峰
」

登
山
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

昔
、
友
と
何
度
も
登
っ
た
山
。
遠
く
霞
む

連
山
を
眺
め
な
が
ら
、
将
来
を
語
り
合
っ
た

こ
と
が
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
き
頃
、
こ
の
山
が
四
季
折
々
に
変
化
し

放
つ
美
し
さ
か
ら
、
繊
細
な
感
受
性
や
美
意

識
、
調
和
を
、
ま
た
も
の
の
あ
わ
れ
や
無
常

観
な
ど
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
矢

の
峰
」
は
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
「
偉
大
な
る

哲
学
の
山
」
で
あ
り
ま
し
た
。

  

家
庭
崩

壊
、
教
育

崩
壊
と
言
わ
れ

て
久
し
く
な
り

ま
す
が
、
子
供
達
が
、
ふ
ん

だ
ん
に
自
然
に
親
し
み
、
豊
か
な

情
緒
を
身
に
つ
け
る
こ
と
こ
そ
今

一
番
大
事
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
。

  

豊
か
な
情
緒
こ
そ
「
生
き
る
力
の
源
泉
」

と
信
じ
つ
つ
、
今
再
び
神
戸
の
教
育
に
専
念

し
て
い
ま
す
。

  

故
郷
新
見
の
子
供
達
が
一
層
郷
土
愛
深
き

人
と
し
て
育
つ
こ
と
を
心
よ
り
念
じ
て
や
み

ま
せ
ん
。

榎
えのき

　昭
しょうへい

平さん（62歳）
兵庫県神戸市北区（坂本出身）

神戸市教育委員会人権教育課指導主事

春

　One of the hardest decisions I have ever had to 
make was to return to Canada. In the end, I know 
that going home is best for my family, but that 
does not make it easier.
　Over the past year, the children, teachers and 
people of Niimi have become very important 
in my life. I hope the people here realise how 
wonderful the teachers are in their elementary 
schools and at the Board of Education. They care 
very much about your children, and are truly 
amazing people.
　But the people who have touched me the most 
are the children that I have taught. They are so 
innocent, so caring, and have enormous hearts; 
the hardest thing I have ever had to do was to say 
good-bye to them. Everyday I went to work, they 
were the reason that I smiled, that I laughed, 
and that I loved my job. I will miss them all very 
much.
　I will never forget the Niimi, and I hope that 
Niimi will never forget me. Because one day, I 
will come back and visit you all again. Thank you 
so very much. See you soon..　　　　　　   　Paul

　今までで最も決断に困ったことの１つが、今回カ
ナダに帰国するということです。結局僕の家族に
とって、帰国することが一番良いと考えましたが、
とても悩みました。
　この数年間で、新見の子どもたち、先生や人々のこ
とが、僕の生活にとってすごく大切になっています。
小学校や教育委員会の先生たちが、どんなにすばら
しいかみなさんにも実感してほしいです。彼らはみな
さんの子どもたちのことを本当によく考えています。
　中でもやはり僕が教えた子どもたちとのふれあ
いが最高でした。みんなとても純真で、思いやりが
あって、寛大で、そんな子どもたちにお別れを言わ
なければならないのはすごく悲しいです。毎日この
大好きな仕事を笑顔で続けてこれたのも、そんな
子どもたちのお陰なので、会えなくなるのがとても
辛いです。
　新見のことは一生忘れないので、僕のことも覚
えておいてください。いつか戻ってきてみなさんに
お会いしたいです。本当に本当にありがとうござい
ました。すぐに会いましょう。　　　　　  ポール

ポ
ー
ル  

シ
マ
ー
ド

カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
州
出
身
。

外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
高
尾
小
・
西
方

小
・
上
市
小
・
千
屋
小
・
神
郷
北
小
・
菅

生
小
・
福
本
小
・
足
立
小
に
勤
務
。

第14通

筆者は左側

★
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春の野山を楽しむ
◆かのさと体験プログラム

　４月22日、草間で「桃の花咲く台地を
道草ハイク＆羅生門エコウォッチング」
が開催されました。かのさと体験観光
協会が、春の野山を心ゆくまで楽しんで
もらおうと企画したもので、県内から参
加者が集まりました。肌寒い日が続いた
ため、桃の花はまだつぼみの状態でし
たが、参加した人たちは、午前中はイン
ストラクターの案内で羅生門周辺を散策
し、午後からはカルスト山荘でそば打ち
や、野草料理作りを体験しました。

訓練の成果を発揮
◆消防操法訓練大会

　４月９日、哲多農村広場で新見
市消防操法訓練大会が開催されま
した。大会には９分団から21チー
ム460人が出場し、ポンプ車操法
の部では神郷分団、小型ポンプ操
法では神郷分団Ａチームが優勝し
ました。今回小型ポンプ操法の部
で優勝した神郷分団Ａチームは、
今月21日に岡山県消防学校で開催
される県大会に出場します。
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希望を胸に
学生生活スタート
◆新見公立短大入学式

　４月７日、新見公立短期大学の入学式
が行われ、難波正義学長から各学科の代
表に入学許可書が手渡されました。今年
の新入生は幼児教育学科50人、看護学科
64人、地域福祉学科55人、地域看護学専
攻科17人の186人で、新入生を代表して
看護学科の学生が宣誓を行いました。新
入生たちは、これからの学生生活に向け
決意を新たにしていました。

地元就職者が集う
◆新卒地元就職者激励会

　４月20日、新見商工会議所で新卒地元
就職者激励会が開催されました。今年は
28事業所の64人が対象となり、そのうち
53人が出席しました。来賓や先輩から激
励の言葉が贈られ、新就職者の代表が社会
人となる決意や今後の抱負を述べました。

子どもたちに呼びかけ
◆交通安全キャラバン隊

　春の交通安全期間中の４月12日、交通
安全キャラバン隊が井倉小学校を訪れ
ました。同隊は新見市交通安全母の会、
新見警察署、市交通指導員などで組織さ
れ、当日は井倉小学校と井倉幼稚園の子
どもたちに交通安全を呼びかけました。
また、腹話術での交通ルール教室も行わ
れ、子どもたちは楽しく学んでいました。
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コラムコラム 冷え症こそ夏の敵！

　

木
々
の
緑
が
目
に
鮮
や
か
に

映
る
季
節
で
す
。
５
月
に
入
る

と
、
初
夏
の
陽
気
と
は
い
っ
て

も
暑
い
く
ら
い
の
日
も
あ
り
ま

す
。
早
々
に
冷
房
が
入
る
店
舗

や
事
務
所
も
あ
り
、
し
ば
ら

く
の
間
、
冷
房
の
中
で
過
ご
す

日
々
が
続
き
ま
す
。

　

冬
は
防
寒
に
気
を
配
り
ま
す

が
、
夏
に
な
る
と
薄
着
に
な
り

ま
す
。
そ
の
ま
ま
冷
房
の
部
屋

に
入
る
と
、
身
体
を
冷
や
す
原

因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
べ

物
や
飲
み
物
も
冷
た
い
物
が
増

え
る
の
で
、
身
体
の
中
か
ら
も

冷
や
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

「
冷
え
症
」 

に
つ
い
て

　

冷
え
は
体
質
と
み
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
東
洋
医
学
で
は
、
病

気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
が

冷
え
る
と
血
流
が
悪
く
な
っ
た

り
、
免
疫
力
が
低
下
し
た
り
し

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
肩
こ
り
、

腰
痛
、
便
秘
、
神
経
痛
な
ど
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

予
防
対
策

①
冷
房
を
使
用
す
る
場
合
は
温

度
を
高
め
に
設
定
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
冷
気
が
直
接
あ
た
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

②
冷
房
の
中
で
長
時
間
す
ご

す
よ
う
な
と
き
は
、
上
着
や

膝
掛
け
な
ど
使
用
し
ま
し
ょ

う
。
締
め
付
け
る
下
着
や

ヒ
ー
ル
の
靴
、
サ
ン
ダ
ル
は

血
行
を
悪
く
す
る
の
で
避
け

ま
し
ょ
う
。

③
冷
た
い
飲
み
物
は
身
体
を
冷

や
し
ま
す
の
で
、
暑
く
て
も

で
き
る
だ
け
常
温
の
飲
み
物

や
お
茶
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

④
冷
え
た
身
体
を
温
め
る
た
め
に

は
、
入
浴
が
一
番
で
す
。
シ
ャ

ワ
ー
で
済
ま
せ
ず
に
、
湯
船
に

浸
か
り
ま
し
ょ
う
。
入
浴
で
汗

を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
冷
え
を

ひ
ど
く
す
る
余
分
な
水
分
を
排

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
課

●献血
月　日 曜日 会　　場 受付時間

５月13日 土 新 見 公 立 短 期 大 学 10:00～12:00
13:00～15:30

６月２日 金 きらめき広場・哲西 10:00～11:30
松陽産業㈱岡山工場 13:00～15:00

※65歳～69歳の人は､60歳～64歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分確認ができる物を持参してください。 
※詳細は「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。

月　日 曜日 会　　場 時　　間

６月５日 月 豊 永 市 民 セ ン タ ー ９：00～11：00
井 倉 市 民 セ ン タ ー 14：00～15：30

６月７日 水 新見市保健福祉センター ９：00～10：3013：00～14：30

●乳がん検診（集団検診）

●子宮がん検診
月　日 曜日 会　　場 受　付　時　間

５月11日 木

神郷公民館三室分館 10:00～10:10
神郷公民館油野分館 10:40～10:50
神郷公民館笹尾分館 11:20～11:30
神 郷 保 健 セ ン タ ー 13:00～13:30
坂 根 駅 前 14:00～14:10

５月12日 金

三坂いきがい活動センター 10:00～10:10
新 郷 市 民 セ ン タ ー 10:40～10:50
神郷公民館高瀬分館 11:20～11:30
神郷温泉みどりの館前 13:00～13:10
神郷公民館野原分館 13：30～13：40
本 村 小 吹 橋 前 14：00～14：10

６月１日 木
大田ふれあいセンター 10：00～10：30
新 砥 公 民 館 11：00～11：30
哲 多 総 合 セ ン タ ー 13：00～14：00

６月８日 木 きらめき広場・哲西 10：00～11：0013：00～14：00

●総合検診
月　日 曜日 会　　場 基本検診受付時間
５月９日 火 足見ふれあいセンター 9：00～10：00
５月10日 水 土 橋 交 流 セ ン タ ー 9：00～10：00
５月11日 木 草 間 市 民 セ ン タ ー 9：00～10：30５月12日 金
５月16日 火 西方ふれあいセンター 9：00～10：00５月17日 水
５月18日 木 福本ふれあいセンター 9：00～10：30
５月23日 火

上 市 市 民 セ ン タ ー 9：00～10：00５月24日 水
５月25日 木
５月30日 火 下 熊 谷 小 学 校 9：00～10：00
５月31日 水 熊 谷 市 民 セ ン タ ー 9：00～10：30
６月１日 木 上熊谷宮脇高齢者センター 9：00～10：00
６月８日 木 旧 菅 生 中 学 校 9：00～10：00６月９日 金
◎胃・大腸がん検診受付は、8：00開始です。
※詳細は「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。

夏
に
向
け
て
の
冷
え
症

対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

今
か
ら
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
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休日
診療
休日
診療

準夜間
診療
準夜間
診療

検診
日程
検診
日程診療時間はいずれも

午前9時から午後5時までです。

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（☎72０３３４）
歯　科
新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（☎72８０８３）

担当病院 ●ひよこクラス
月　日 曜日 会　　場 時　　間

５月15日 月 新見市保健福祉センター １３：３０～１５：００
対象者 ２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん
内　容 座談会
用意するもの　母子手帳

●小児科医師出前サロン
月　日 曜日 会　　場 受付時間

５月25日 木 新見市総合福祉センター １３：４５～１４：００
対象者 乳幼児をもつ保護者、家族
内　容 講話、座談会、個別相談（希望者）
講　師 岡山大学医学部　　小田　慈　教授
申し込み　１週間前までに健康づくり課までお申し込
みください。（健康づくり課　☎72６１２９）

●離乳食教室
月　日 曜日 会　　場 時　間 対象児

５月10日 水 新見市保健福祉センター １０：００～１３：００（受付９：３０～）
平成17年５～12月生

６月７日 平成１７年６～平成１８年１月生
対象者 5～12か月までの乳児をもつ保護者（祖父母の参加も可）
内　容 栄養士の話、調理実習、会食、座談会、身体測定
（希望者）、育児相談（希望者）
用意するもの　母子手帳、エプロン、三角巾、筆記用具、
ベビーカー、おんぶひも（可能な人）、参加費（200円）
定員　15人（定員になり次第締め切り）
※参加をご希望の人は教室の１週間前までに健康づくり課(栄養士)ま
でお申し込みください。（健康づくり課　☎72６１２９）
※できるだけ兄弟・姉妹の同伴はご遠慮ください。やむを得ず同伴され
る場合は、申し込み時にお知らせください。

●乳児健康診査
月　日 曜日 会　　場 時　間 対象児

５月２日 火 新見市保健福祉センター １３：１５～１３：４５ 平成17年７月生
※内科診察は、14：00 からになります。

●1歳6か月児健康診査
月　日 曜日 会　　場 時　間 対象児

５月23日 火 新見市保健福祉センター １３：００～１３：３０ 平成16年10月生

●2歳6か月児歯科健康診査
月　日 曜日 会　　場 時　間 対象児

５月16日 火 新見市保健福祉センター １３：００～１３：３０ 平成15年10月生

●3歳児健康診査
月　日 曜日 会　　場 時　間 対象児

５月９日 火 新見市保健福祉センター １３：００～１３：３０ 平成14年10月生

５月３日（水）
新見市 新見中央病院 緯演２１１０
庄原市 瀬尾医院 緯08477-2-0023
真庭市 近藤病院(内・外) 緯0867-44-2671
真庭市 松坂医院(内) 緯0867-42-3300
真庭市 さとう医院(外) 緯0866-52-9898
５月４日（木）
新見市 長谷川紀念病院 緯演３１０５
庄原市 こぶしの里病院 緯08477-2-5255
真庭市 金田病院(内・外) 緯0867-52-1191
真庭市 人見医院(内) 緯0867-44-2133
５月５日（金）
新見市 渡辺病院 緯演２１２３
庄原市 日伝医院 緯08477-2-2180
真庭市 勝山病院(内・外) 緯0867-44-3161
真庭市 杉山医院(内) 緯0867-42-5012
真庭市 牧原医院（外) 緯0866-52-2469
５月７日（日）
新見市 新見中央病院 緯演２１１０
庄原市 三上クリニック 緯08477-2-1151
真庭市 落合病院(内・外) 緯0867-52-1133
真庭市 石賀医院(内) 緯0867-66-3041
５月１４日（日）
新見市 太田病院 緯演０２１４
庄原市 こぶしの里病院 緯08477-2-5255
真庭市 近藤病院(内・外) 緯0867-44-2671
真庭市 杉江医院(外) 緯0867-52-3456
５月２１日（日）
新見市 渡辺病院 緯演２１２３
庄原市 東城病院 緯08477-2-2150
真庭市 河本病院(内・外) 緯0867-55-2121
真庭市 中井医院(内) 緯0867-44-4848
５月２８日（日）
新見市 長谷川紀念病院 緯演３１０５
庄原市 瀬尾医院 緯08477-2-0023
真庭市 湯原温泉病院(内・外) 緯0867-62-2221
真庭市 岸本医院(外) 緯0867-42-0495
真庭市 吉弘クリニック(内) 緯0866-52-2704

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（☎72０３３４）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝祭日
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科
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◆面　積　793.27km2

◆ひとのうごき(　)内は前月比較
　総人口　36,614人（-165人）
　　　男　17,452人（-  77人）
　　　女　19,162人（-  88人）
　出生…19人　　転入…171人
　死亡…44人　　転出…311人
　世帯数　12,809世帯（＋8世帯）
　 （平成18年3月末日現在）

■固定資産税・都市計画税＜１期＞
■軽自動車税＜全期＞

■納付期限／5月31日

まちのすがたまちのすがたまちのすがたまちのすがた 市税・保険料市税・保険料市税・保険料市税・保険料
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自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
登
録（
届
け

出
）
内
容
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

は
５
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
５
月
31
日
㈬
ま
で
に
最
寄
り

の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
領
収
書
に
つ
い
て
い
る

納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）
は
、

車
検
時
に
必
要
で
す
の
で
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

【
自
動
車
税
】

　

岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所

　
（
緯
０
８
６

-

２
７
３

-

９
２
９
５
）

　

備
中
県
民
局
直
税
課

　
（
緯
０
８
６

-

４
２
５

-

２
１
１
１
）

【
軽
自
動
車
税
】

　

税
務
課
市
民
税
係

 （
緯
演
６
１
１
７
）

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
協
議
会
で

は
、
平
成
18
年
度
新
見
阿
哲
文
学

選
奨
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

　

陰
小
説
、
随
筆
、
戯
曲
な
ど

　

隠
詩
韻
短
歌
④
俳
句
⑤
川
柳

■
応
募
資
格

　

市
内
在
住
者
お
よ
び
出
身
者
・

勤
務
者
、
ま
た
市
内
で
の
文
学

活
動
に
参
加
し
て
い
る
人

■
作
品
募
集
期
間

　

６
月
１
日
昭
〜
７
月
31
日
捷

　

※
当
日
消
印
有
効

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８

-

０
０
１
１　

新
見

市
新
見
１
２
３

-

２

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
団
体
活
動

室
内　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
係

　
（
緯
演
４
４
０
８
）

　

健
康
の
森
学
園
で
、
園
生
た
ち

と
田
植
え
に
挑
戦
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
土
の
感
触
を
味
わ
い
な
が

ら
一
本
一
本
手
で
植
え
ま
す
。

　

み
ん
な
で
泥
ん
こ
に
な
っ
て
田

植
え
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
み
な

さ
ん
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時　

５
月
26
日
晶

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■
場
所

　

健
康
の
森
学
園
内
の
水
田

■
申
込
締
切　

５
月
12
日
晶

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
健
康
の
森
学
園

　
（
緯
横
２
９
９
５
）

　

日
本
赤
十
字
社
資
募
集

　

日
本
赤
十
字
社
は
災
害
救
援
活

動
、
医
療
活
動
、
血
液
事
業
な
ど

の
日
常
生
活
と
密
接
に
繋
が
っ
た

事
業
や
、
国
際
的
な
援
助
活
動
な

ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
経
費
は
、
日

本
赤
十
字
社
に
社
員
と
し
て
加
入

さ
れ
た
み
な
さ
ん
が
納
め
る
社
費

や
寄
付
金
な
ど
に
よ
り
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
社
費
募
集
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
の
で
、
趣
旨
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多

く
ご
加
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

 （
緯
演
６
１
２
６
）

　

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

  

５
月
３
日
は
、
憲
法
記
念
日
で

す
。
日
本
国
憲
法
は
昭
和
22
年
５

月
３
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
施
行
を
記
念
し
、
国
の
成
長

を
期
す
る
た
め
に
こ
の
日
が
憲
法

記
念
日
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
お

よ
び
弁
護
士
会
で
は
、
毎
年
、
憲

自
動
車
税
の
納
付
は

5
月
３１
日
ま
で
に

新
見
阿
哲
文
学
選

奨
作
品
募
集

岡
山
県
健
康
の
森
学
園

田
植
え
祭
り
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タ
ー

　
（
緯
０
１
２
０

-

４
１
３

-

８
２
３
）

　

吉
備
国
際
大
学
は
、「
子
ど
も

と
高
齢
者
の
か
か
わ
り
あ
い
」
を

テ
ー
マ
に
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

全
８
回
の
講
義
の
内
、
６
回
以

上
受
講
し
た
人
に
は
修
了
証
書
を

授
与
し
ま
す
。
１
回
の
み
の
受
講

も
可
能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

開
催
時
間
は
す
べ
て
14
時
〜
16

時
で
す
。
な
お
、
備
中
高
梁
駅
か

ら
の
送
迎
バ
ス
を
13
時
30
分
に
運

行
し
ま
す
。

①
５
月
13
日

　

日
本
の
ビ
ー
ズ
、
ア
フ
リ
カ
の

ビ
ー
ズ
か
ら
分
か
る
こ
と

②
５
月
20
日

　

健
康
に
生
き
さ
せ
て
よ
！
〜
居

場
所
の
な
い
子
ど
も
と
ホ
ー
ム

レ
ス
高
齢
者
〜

③
５
月
27
日

　

今
、子
ど
も
と
ふ
れ
合
う
こ
と
、

子
ど
も
の
頃
の
自
分
を
回
想
す

る
こ
と
〜
心
理
学
視
点
か
ら
〜

④
６
月
３
日

　

絵
本
を
と
お
し
て
福
祉
を
考
え

る
⑤
６
月
10
日

　

地
域
で
支
え
る
子
育
て
支
援

⑥
６
月
17
日

　

子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て

法
記
念
日
を
中
心
と
す
る
５
月
１

日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
憲

法
週
間
と
し
、
無
料
法
律
・
人
権

相
談
所
の
開
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
事
前
申
込
は
不
要

で
す
。

■
開
催
日

　

５
月
９
日
昇

■
受
付
時
間

　

11
時
〜
14
時
ま
で

■
場
所

　

新
見
市
新
見
１
２
２
２
番
地

　

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
新
見

支
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
弁
護
士
会

　
（
緯
０
８
６

-

２
２
３

-

４
４
０
１
）

　

岡
山
地
方
法
務
局

　
（
緯
０
８
６

-

２
２
４

-

５
６
５
６
）

　

よ
い
天
候
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

魚
釣
り
に
出
か
け
る
機
会
も
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

釣
り
ざ
お
が
電
線
に
触
れ
る

と
、
電
気
を
通
し
感
電
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
特
に
カ
ー
ボ
ン
製

の
釣
り
ざ
お
で
は
、
電
線
に
近
づ

い
た
だ
け
で
感
電
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

魚
釣
り
は
電
線
の
な
い
所
で
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
電
力
叙
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

⑦
６
月
24
日

　

ふ
る
さ
と
の
遊
び
を
子
ど
も
た

ち
に
！
〜
手
作
り
遊
び
教
室
か

ら
〜

⑧
７
月
８
日

　

ア
リ
エ
ス「
子
ど
も
の
誕
生
」

を
め
ぐ
っ
て

■
場
所

　

高
梁
市
原
田
北
町
１
２
１
２

　

高
梁
市
総
合
文
化
会
館

■
募
集
対
象　

一
般

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

■
共
催

　

高
梁
市
・
高
梁
市
教
育
委
員
会

ほ
か

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
備
国
際
大
学
公
開
講
座
事
務

局 

　
（
緯
０
８
６
６

-

２
２

-

９
４
５
４
）

魚
釣
り
は
電
線
の
無
い
と
こ

ろ
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う

吉
備
国
際
大
学

第
１６
回
公
開
講
座

●こども映画会
　５月13日㈯　15：00～15：20
　　アニメ「花さき山」
●こどもの読書週間「こどもお楽しみ会」
　５月13日㈯　14：00～15：00
　　新見子供読書会による絵本の読み聞か
せ、人形劇、紙芝居など

●ブックスタート
　６月６日㈫　13：30～15：00
　　会場：保健福祉センター（金谷）
　　対象：健康診査対象乳児（平成16年８月
出生児）と保護者

　　ブックスタートのメッセージを直接保護
者に伝えながら、絵本などが入ったブッ
クスタートパックをお渡しします。

■休館日　１日・４日・６日・８日・15日・22日・
26日・29～31日

 新見図書館 緯演2826

 哲西図書館 緯押2110
●こども映画会
　５月13日㈯　14：00～
　　アニメ「ハウルの動く城」
●おはなし会
　５月27日㈯　14：00～
■休館日　なし
　※図書館利用者のための乳幼児一時あずか
りは、第１・第３火曜日の10：00～12：00

 風広場おおさ
  図書コーナー 緯殴2304
■休館日　毎週月曜日

 やまびこ広場神郷
  図書コーナー 緯往6110
■休館日　毎週木曜日・31日

☆特別館内整理休館のお知らせ

　５月29日㈪～６月７日㈬の期間、特別館
内整理のため休館します。なお、期間中は
図書の貸出業務などはできません。図書の
返却は、図書館入口の左横にある返却ポス
トに入れてください。
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（
財
）２１
世
紀
職
業
財
団

岡
山
事
務
所
か
ら
ご
案
内

【
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

岡
山
（
情
報
提
供
無
料
）】

　

働
く
あ
な
た
に
、
必
要
に
応
じ

た
育
児
・
介
護
・
家
事
代
行
の
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◎
育
児
情
報
…
公
立
・
私
立
保

育
所
・
幼
稚
園
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

◎
介
護
情
報
…
高
齢
者
向
け
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど

◎
家
事
代
行
情
報
…
家
政
婦（
夫
）

紹
介
所
な
ど

■
開
設
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
祝
日
を
除
く

■
電
話
番
号
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
緯
０
８
６

-

２
２
７

-

２
０
２
０
・

http://w
w
w
.2020net.jp

）

【
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業
】

　

育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ

て
、
も
う
一
度
働
き
た
い
あ
な
た

の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
。

■
支
援
内
容

 

・「
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」（
自
分
の

適
正
診
断
、
履
歴
書
や
職
務
経

歴
書
の
書
き
方
、
再
就
職
体
験

談
や
意
見
交
換
な
ど
）
へ
の
参

加
案
内
（
託
児
有
）

 

・
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
お
よ

び
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
内

容
の
情
報
誌
「Re

・Be

（
リ
・

ビ
ー
）」
を
年
３
回
提
供

・
再
就
職
準
備
に
つ
い
て
の
「
個

別
相
談
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
岡
山
事
務

所

　
（
緯
０
８
６

-

２
２
７

-

２
０
２
１
・

http://w
w
w
.jiw
e.or.jp

）

　

平
成
19
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

者
を
対
象
と
す
る
求
人
業
務
取
扱

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。多
数
の

事
業
所
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、就
職
差
別
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、公
正
採
用
選
考

人
権
啓
発
問
題
の
正
し
い
理
解
と

認
識
を
得
て
い
た
だ
い
た
後
、募

集
活
動
・
採
用
選
考
に
関
す
る
取

扱
を
説
明
し
ま
す
。

　

な
お
、今
年
度
は
高
梁
公
共
職

業
安
定
所
と
新
見
出
張
所
が
合

同
開
催
す
る
た
め
、新
見
市
内
に

お
い
て
の
新
規
学
校
卒
業
者
対
象

求
人
説
明
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

６
月
２
日
㈮

　

13
時
30
分
〜
16
時

■
場
所

　

高
梁
市
正
宗
町
２
０
３
３

　

高
梁
国
際
ホ
テ
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
（
高
梁
公

共
職
業
安
定
所
）

　
（
緯
０
８
６
６

-

２
２

-

２
２
９
１
）

　

不
正
ケ
シ
に
注
意

　

ケ
シ
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て

色
鮮
や
か
で
美
し
い
大
き
な
花
を

咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
用
の
植
物
と
し
て
も
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ケ
シ
の
仲
間
に
は
法

律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
の
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　

最
近
、
こ
の
植
え
て
は
い
け
な

い
ケ
シ（
不
正
ケ
シ
）
が
観
賞
用

と
し
て
庭
先
で
咲
い
て
い
る
ケ
ー

ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
不
正
ケ
シ
は
、
見
た
目
の

特
長
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
た
だ
し
く
見
分
け
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
見
分
け
方
の
小

冊
子
を
保
健
所
に
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

不
正
ケ
シ
か
な
？
と
思
っ
た

ら
、
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
保
健
所

 

（
緯
演
５
６
９
１
）

道路愛護（道路の維持保全）道路愛護（道路の維持保全）に
ご協力をお願いします
　道路の維持保全のため、地域住民が自主的に道路愛護の目的をもって

道路愛護会を組織し、道路愛護の思想を広めると同時にその活動に対し

報償金などを支給するものです。

 主な事業
①道路の草刈り、側溝清掃などの環境美化活動
②愛護会を組織する区域内の道路の維持補修
③道路の崩壊箇所などの報告
④災害発生等緊急時の応急措置など

 愛護会報奨金
道路の事業実施延長に対し1,000円／100ｍ
（ただし、年１回を限度とする。）

本年度からボランティア活動保険の保険
料を助成します。
【年間掛金】300円／人を限度

■問い合わせ先

　維 持 管 理 課（緯72６１３１）
　大佐支局経済建設課（緯98２１１３）
　神郷支局経済建設課（緯92６１１３）
　哲多支局経済建設課（緯96２１１３）
　哲西支局経済建設課（緯94２１１３）

新
規
学
校
卒
業
者
求
人
説
明
会

公
正
採
用
選
考
人
権
啓
発
研
修
会



新見美術館 （緯演７８５１）
休館日：月曜日
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行 事 予 定

春季特別展

～民
みん

藝
げい

運動を支えた板
はん

画
が

家たち～

長谷川富三郎と棟方志功展

７/２(日)まで開催

長谷川富三郎《一隅》 棟方志功《獅子窟の柵》

　

兵
庫
県
姫
路
市
に
生
ま
れ
た
板
画
家
・
長
谷
川
富

三
郎
氏
（
明
治
43
年

崖

平
成
16
年
）
は
、
鳥
取
師
範

学
校
卒
業
後
、
倉
吉
市
で
教
育
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
。
教
育
の
傍
ら
、
民
藝
運
動
に
触
発
さ

れ
、
柳 

宗む
ね

悦よ
し

・
河
井
寛
次
郎
・
棟
方
志
功
ら
民
藝

運
動
の
指
導
者
た
ち
の
知
遇
を
得
、
彼
ら
の
卓
越
し

た
芸
術
観
、
宗
教
観
に
感
化
を
受
け
ま
す
。
棟
方
と

は
、
昭
和
15
年
に
河
井
寛
次
郎
の
紹
介
で
出
会
い
、

以
後
生
涯
に
わ
た
り
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
最
初
、

油
絵
を
描
い
て
い
た
長
谷
川
氏
に
板
画
を
勧
め
た
の

は
棟
方
で
し
た
。

　

本
展
で
は
、
昨
年
末
、
長
谷
川
富
三
郎
氏
の
遺
族

よ
り
寄
贈
を
受
け
た
板
画
作
品
を
中
心
に
、
兄
弟
子

で
あ
り
、
岡
山
と
も
深
い
係
わ
り
の
あ
る
棟
方
志
功

の
岡
山
県
北
で
の
活
動
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
民

藝
運
動
を
支
え
た
二
人
の
板
画
家
を
紹
介
し
ま
す
。

●観覧料
　一般…600円　中高生…300円　小学生…200円
　※ただし、市内の小中学生は無料

５／16(火)～30(火)まで開催＜市民ギャラリー：入場無料＞

国際ソロプチミスト新見10周年記念事業

ベーテルから愛をこめて
障害のある芸術家たちの絵画展

まなび広場にいみ
スタッフ室移転のお知らせ
　まなび広場にいみの大・小ホールの予約受付などを行
っていたスタッフ室が、４月から移転しました。
　大・小ホールの利用申込などを行う際は、まなび広場
にいみ１階教育委員会事務所内の、生涯学習課文化振興
係で受け付けていますのでお知らせいたします。
■問い合わせ先
　生涯学習課文化振興係（緯演6108）

5/1 月 ●にいみ端午の節句まつり(5日まで)
　新見商店街・御殿町センター・太池邸　10：00～17：00

2 火

3 水
●鯉が窪湿原まつり
　きらめき広場・哲西周辺、鯉が窪湿原　10：30～15：00

4 木

5 金
●御殿町子どもマス釣り大会
　金谷橋周辺　10：00～14：00

6 土

7 日
●冒険カヌー川下りに挑戦!
　井倉洞付近高梁川河原　10：00～15：00

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　新見千屋温泉いぶきの里　10：00～15：00
●交通事故相談　総合福祉センター　10：00～15：00 

13 土 ●第8回鳴滝祭(14日まで)
　新見公立短期大学　9：30～ 

14 日

15 月

16 火

17 水
●心配ごと相談　総合福祉センター　10：00～15：00
●法律相談(要予約)  総合福祉センター　10：00～15：00
●合同相談　総合福祉センター　10：00～15：00

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水 ●チャレンジデー2006　大佐支局管内　6：30～21：00

6/1 木

2 金
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター(金谷)　10：00～15：00

3 土

4 日
●哲多ふる里すずらん祭り
　哲多総合センター・本郷小学校周辺　9：30～ 

5 月

6 火

7 水 ●心配ごと相談　総合福祉センター　10：00～15：00 

5・6月



古紙パルプ配合率100％
再生紙を使用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。
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こちら
編集室

おお
たた

んん
じじょょ
ううびび

おおめめ
ででととうう！！

★6月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、5月15日までに企画課企画広報係（蕁煢６１１４）にご一報ください。

今
月
、
満
１
歳
に
な
る

今
月
、
満
１
歳
に
な
る

　　

  

子
ど
も
た
ち
で
す
。

子
ど
も
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね
！！

●新緑がまぶしい気持ちの良い季節になり
ました。これから初夏にかけていろんな生
き物がでてきます。もちろん害虫も活動を
開始する時期です。私は特にムカデが嫌い
です。実家では家の軒下に白い粉の殺虫剤
をまいて侵入を防いでいますが、それでも
何匹かは室内にでてくるようです。でも、
世の中にはムカデをかっこいいと感じて、
ペットとして飼っている人もいるみたいで
す。感性は人それぞれですけど、それは私
には真似できないです。

●４月23日、備北青年の家主催の「チャ
レンジ・ザ・カヌー」が、石蟹の高梁川で
行われました。参加者は初心者から経験者
までのグループに分かれ、岡山県カヌー協
会と新見カヌークラブの指導のもと、パド
ル操作などの基礎を習いました。午後から
は、ミニ川下りに挑戦し、川の流れを体感
できるカヌーの魅力を楽しみました。

平成１８年５月１日　No.１４

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市総務企画部企画課
　☎煢 6114

■ホームページ
http://www.city.niimi.okayama.jp/

携帯電話でもご覧になれます

今月の表紙

長長
ながなが

田田
たた

    朔朔
さくさく

哉哉
やや

ちゃんちゃん
（足立／５・31生）（足立／５・31生）

庄
しょうばら

原  宏
ひろ

樹
き

ちゃん
（千屋実／５・23生）

安
あ

部
べ

  智
とも

彦
ひこ

ちゃん
（哲西町矢田／５・18生）

広
ひろ

瀬
せ

  実
み

可
か

ちゃん
（大佐小阪部／５・３生）

津津
つつ

島島
しましま

    瑞瑞
みずみず

希希
きき

ちゃんちゃん
（新見／５・28生）（新見／５・28生）

山
やま

口
ぐち

  慶
よし

人
と

ちゃん
（新見／５・22生）

青
あお

木
き

  隼
はや

人
と

ちゃん
（上市／５・17生）

野
の

手
て

　篤
あつし

ちゃん
（草間／５・２生）

横横
よこよこ

見見
みみ

    拓拓
たくたく

海海
みみ

ちゃんちゃん
（新見／５・26生）（新見／５・26生）

樗
ちし

木
ゃき

  天
あ

美
み

ちゃん
（神郷釜村／５・20生）

定
さだ

中
なか

　翔
しょう

ちゃん
（上熊谷／５・14生）

小
こ

林
ばやし

 さくらちゃん
（新見／５・１生）

藤藤
ふじふじ

野野
のの

    帆帆
ほのほの

風風
かか

ちゃんちゃん
（正田／５・26生）（正田／５・26生）

杉
すぎ

本
もと

  好
よし

輝
き

ちゃん
（哲西町八鳥／５・19生）

西
にし

村
むら

　颯
そう

ちゃん
（石蟹／５・５生）

竹竹
たけたけ

本本
もともと

    芽芽
めめ

生生
いい

ちゃんちゃん
（高尾／５・25生）（高尾／５・25生）

藤藤
ふじふじ

川川
かわかわ

    芽芽
めめ

愛愛
いい

ちゃんちゃん
（金谷／５・18生）（金谷／５・18生）


